
１．測定値モニタ画面
振動、電流、温度、消費電力及び消費電力量の現在値を数値表示します。
また、測定開始、停止操作及び収集開始、停止操作も本画面にて行います。
２．測定値トレンド表示画面
振動、電流、温度及び消費電力をトレンド（折れ線グラフ）表示します。
３．警報履歴画面
各測定の警報発生ならびに警報解除されたタイミングの履歴（最大1週間分）の表示を行います。

本装置は、工場設備に付帯するモータ（1台のみ）の振動、電流値、温度、消費電力、消費電力量のデータ収集を行う
事が可能です。
収集データは、本装置に直接ＬＡＮで接続された、ノートパソコンに送信し、ノートパソコン側の専用アプリケーションソフ
トにて、高周期保存する機能、またはＷＡＮ回線（３Ｇ携帯網、Ｗⅰ－Ｆⅰ及び有線ＬＡＮ経由）を経由し、低周期でＦＴＰ
転送された収集データをノートパソコン側のＦＴＰサーバーを介して保存する機能を持ちます。
保存データは、装置に付属されたソフトウェア及びエクセルシートにより、一覧表示及びトレンドグラフ表示が可能です。
また、各データに閾値（上下限値）を設定する事で、警報管理及びメール通知も可能です。
本装置は、モータ1台に対して固定の使用も可能ですが、持ち運びを可能とし、任意のモータを一定の期間監視収集す
る事も可能です。
上記機能により、収集データの解析による予防保全対策や、警報機能による故障予兆の検出で、保全業務を改善する
事が出来ます。
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装置概要

１．振動測定
本装置に指定の振動センサもしくは、アナログ信号（４～２０ｍＡ）仕様の振動センサを接続する事で、振動データの収
集を行います。
あらかじめ設定された、閾値（警報値）により、収集データが閾値を超えた時、異常表示及びメール通知を行います。
２．電流値測定
モータのＲ、Ｔ、Ｓ相にそれぞれ２個のＣＴを取り付け、本装置に接続する事で、電流値の収集を行います。
あらかじめ設定された、閾値（警報値）により、収集データが閾値を超えた時、異常表示、断線表示及びメール通知を
行います。
３．温度測定
本装置に指定の温度センサもしくは、アナログ信号（４～２０ｍＡ）仕様の温度センサを接続する事で、温度データの収
集を行います。
あらかじめ設定された、閾値（警報値）により、収集データが閾値を超えた時、異常表示及びメール通知を行います。
４．消費電力測定
電流値測定機能を使用する事で、消費電力及び消費電力量の測定が可能です。
消費電力量のリセットは、指定の装置操作により可能です。

見える化

装置機能
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ＦＴＰデータ送信
（送信周期：

1分/ 5分/10分
/30分/60分）

設備状態の一覧表示

測定値表示、及び操作を行います。

測定値モニタ

ＬＡＮ及びＷＡＮ環境にて、
ＣＳＶファイル形式で、測定値と
警報状態のデータ送信が可能です。

・ＬＡＮ内のパソコンへの
ＴＣＰ／ＩＰデータ送信
(周期:1秒/5秒/10秒選択可)
(ﾃﾞｰﾀ解析支援ｿﾌﾄ使用）

・ＷＡＮにてパソコンへの
ＦＴＰデータ送信

（周期:1分/5分/10分/30分
/60分選択可)

(FTPｻｰﾊﾞの構築が必要です)

データ送信機能

設備状態の一覧表示

測定値をトレンド表示します。

測定値トレンド

設備状態の一覧表示

設備状態の一覧表示警報、イベントを表示します。

警報履歴

ＬＡＮ環境にて本装置との通信、
データ保存、保存データのトレン

ド表示を行います。
(本装置付属のソフトです)

データ解析支援ソフト

設備状態の一覧表示

以下の、異常を監視します。
・振動値
・電流値
・温度

異常 検知／通知

異常発生時、
メール送信が可能です。
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ＦＴＰサーバ

ＴＣＰ／ＩＰ
データ送信

（送信周期：
１秒/５秒/10秒）

データ保存
（ＣＳＶ形式）

データ解析支援ソフト
（本装置に付属）にて、
通信及びデータ保存、
トレンド表示が可能です。

本装置付属のソフトにより、
ＦＴＰデータの収集、結合
及び、トレンド表示が可能
です。

通信状態モニタ

トレンド表示


